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2021/12期2Q決算ハイライト

好調な会員企業の獲得に加え、コーポレートエンジニアプールの順調な拡大により四半期売上高の最高値を連続更新

第2四半期では例年同様に新卒採用による一時的な稼動率・単価低下を招くが

ニューノーマルに対応した事業運営が進展し、当累計期間の前年同期比で大幅増益を達成
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インソーシング事業

事業トピックス

 シェアリング企業数の増加ペースは好調を維持。実働会員数は
例年を上回る前期末比で14社増加（前年同期はゼロ）

 コーポレートエンジニアプールは、前期末比で5名増加

 第2四半期では、新卒採用の影響で稼動率・稼動単価の低下
を招くが、好調な実働会員数の増加による早期の人材戦力化が
進む

セキュリティ事業

 PCI DSS審査対応サービス（オンクラウドレビュー）のサブスクリプ
ション型での提供が好調に推移

売上高

978百万円

通期計画進捗率

47.2%

営業利益

134百万円

親会社株主に帰属する四半期純利益

93百万円

前年同期比

+19.5%

通期計画進捗率

53.8%

前年同期比

+29.9%

通期計画進捗率

54.0%

前年同期比

+39.9%

本社関連

 全社的なリモートワークの活用向上により、研修費や交通費等の
費用削減が継続し、オフィス増床※1による固定費増加の中でも
販管費率を抑制

（*1） Appendix参照（P55）



事業トピックス
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◼ インソーシング事業では、シェアード社員間の情報伝達の迅速化を目的にさらにユニットを細分化した組織体制へ変更

◼ セキュリティ事業では、事業の安定化を目的にPCI DSS審査対応のサブスクリプション型サービスの拡大を図る

◼全社関連では、多様な人材の評価・育成を目的としたスキル評価項目の見直しを実施

インソーシング事業 セキュリティ事業

 情報伝達の迅速化を目的に従来の1事業部3ユニットから10ユニットへ
体制を変更

 コーポレートエンジニアプールの更なる拡大に備える

1事業部

3ユニット

 PCI DSS審査対応サービス（オンクラウトレビュー）のサブスクリプション
型を推進

 PCI DSSの審査から各種運用までをクラウドを活用することで顧客の
必要な時にいつでも利用可能な形態として年間でサービスを提供

 これまでPCI DSS改定時期に左右されるフロー型のビジネスとなってい
たが、サブスクリプション型のストックビジネスとしての安定化を図る

10ユニット

全社関連

 事業の拡大に伴う販管部門の人員増に対応し、シェアード社員だけで
なく多様な人材に適用可能なスキル評価項目への見直しを実施

 社員の成長意欲の向上や育成強化により組織の成長へつなげる

※スキル項目の詳細はAppendixP47をご参照ください

ITスキル

ビジネススキル

シェアード社員力

変更前

ハードスキル

ソフトスキル

変更後



スキルレベル構成要素詳細
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ハードスキル：22項目

ソフトスキル：5項目

法人共感力 課題対応力 コミュニケーション力 セルフマネジメント力 コラボレーション力

IT戦略・企画構築 統制セキュリティー OAインフラ

IT戦略 アプリセキュリティテクノロジー プラットフォームテクノロジー TELテクノロジー

新規事業開発 インフラセキュリティテクノロジー DBテクノロジー クラウドテクノロジー

業務系システム企画 セキュリティ運用設計 NWテクノロジー ファシリティマネジメント

戦略系システム企画 IT統制 Storage・SANテクノロジー

OA系システム企画

マネジメント プログラミング・テスト ITサービスデスク その他スキル

プロジェクトマネジメント プログラミング システム運用 その他スキル

テストプランナー ユーザーサポート・カスタマーサポート



P/L

◼売上高は、主力インソーシング事業を中心に計画通りに進捗し、20%近い増収を達成

◼ インソーシング事業の順調な稼動率回復と単価上昇により売上総利益率が改善しつつ、販売管理費が計画未達となっ

たため、営業利益以下で計画進捗率5割超を達成
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2020/12期 2021/12期

第2四半期累計 第2四半期累計 通期

実績
（百万円）

売上高比
（%）

実績
（百万円）

売上高比
（%）

前年同期比
（%）

計画進捗率
（%）

計画
（百万円）

売上高比
（%）

売上高 819 100.0 978 100.0 +19.5 47.2 2,074 100.0

売上原価 441 53.9 519 53.1 +17.8 49.4 1,052 50.8

売上総利益 377 46.1 459 46.9 +21.5 45.0 1,021 49.2

販売管理費 274 33.5 324 33.2 +18.3 42.1 771 37.2

営業利益 103 12.6 134 13.7 +29.9 53.8 249 12.0

経常利益 103 12.6 134 13.7 +30.0 53.8 249 12.0

親会社株主に
帰属する四半期純利益 66 8.2 93 9.5 +39.9 54.0 173 8.3



セグメント別実績
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第2四半期実績第2四半期実績 通期計画 通期実績第2四半期実績 通期計画

（*1） Payment Card Industry Data Security Standard
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インソーシング事業 セキュリティ事業

 通期計画進捗率は売上高47.5％、セグメント利益45.4％

 セグメント売上高は、順調な実働会員の増加、コーポレートエンジニア
プールの拡大・稼動により前年同期を上回る進捗率で推移

 体制変更によるセグメント販管費の増加が影響し、セグメント利益率は
若干低下

 通期計画進捗率は売上高43.8％、セグメント利益52.6％

 PCI DSSのバージョンアップは来年以降に延期になったものの、サブス
クリプション型サービスの引き合いが好調となり、売上・利益ともに計画
通りに推移

通期実績 第2四半期実績
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インソーシング事業の動向（1/2）

◼ 今期のインソーシング事業は、期初に既存顧客向けの営業を強化したことで前期第4四半期から当期第1四半期での増収を達成し、第2四
半期では新規獲得ペースが上昇したことで、過去最高の四半期売上高を連続達成

◼ 当期のシェアリング企業数は、四半期ベースで増加を達成（前期末比+35社）。また、第2四半期での新卒採用を通して、コーポレートエン
ジニアプールも順調に拡大（前期末比＋5人）するとともに、新卒者等の新規採用者の早期稼働による戦力化が進む
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四半期ベースの売上高推移*
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インソーシング事業の動向（2/2）
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実働会員の動向 稼動率指数の推移

◼ 当第1四半期の実働会員増加に第2四半期の新規顧客増加が加わり、例年を上回る実働会員の増加（+14社）を達成
（19/12期上期実績+6社、20/12期上期実績±0社）

◼ 稼働率は、新卒採用の影響で第2四半期に低下する傾向にあるが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で大幅に低下した前期
第2四半期以降、回復傾向が続く
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※2

リモートワーク対応（感染リスク回避）や
新規採用数の大幅増加により

一時的に稼働率が低下

2020/12期2Qをボトムに
回復トレンド
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収益性の四半期推移

◼ 主力事業のセグメント利益率は前期第2四半期をボトムとして依然回復傾向にある。当第2四半期では、新卒採用の影響等でセ

グメント利益率の低下を招くが、実働会員の増加ペース拡大により早期戦力化が功を奏し、収益性低下は限定的となる

◼ 売上高販管費率は、ニューノーマルに対応した事業運営が功を奏し、オフィス増床による賃貸費の増加を吸収し、前期上期並みの

水準で推移
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インソーシング事業のセグメント利益率の推移 売上高販管費率の推移

（％）

2021/12期実績

リモートワーク対応による稼動遅れと
新卒を含めた採用による
一時的な収益性低下

全社的なリモートワーク活用向上により
2020/12期2Q以降、売上高販管費率の上昇を抑制

(オフィス増床費用控除)

通期計画 2020/12期 2021/12期実績 通期計画 2020/12期

（％）



インソーシング事業の成長指標

◼ コーポレートエンジニアプールの増加率は年率15%に設定。採用・育成の両面で無理のない成長基盤拡大を進める

◼ シェアリング企業数の増加を推進し、当社の競争力向上を図る
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コーポレートエンジニアプールの拡大 シェアリング企業数の推移

シェアード社員数の推移と増加方針
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(前期末比 ▲0.06人)

会員企業

3.73社

（前期末比 ▲0.02社）

167 190 201 206 215 

2018

4Q

2019

4Q

2020

4Q

2021

1Q

2021

2Q

590

452
506

555

実働
会員数

期末
会員数

生産性指標
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2020/12期2Q

営業利益

売上変動分 粗利率変動分 販管費増減分 2021/12期2Q

営業利益

営業利益の増減要因（前年同期比較）
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◼好調なインソーシング事業を中心とした増収効果・粗利率の上昇が販管費の増加分を吸収し、30百万円の営業増益

◼ シェアリング企業数（主に実働会員）の順調な増加は、コーポレートエンジニアのさらなる収益機会の拡大に繋がり、

実働会員増加とエンジニアプール拡大の中でも収益性が上昇する好結果を実現

増収効果要因

 インソーシング事業の実働会員増加・コーポ
レートエンジニアプール拡大による増収

 セキュリティ事業のサブスク型サービス提供
拡大による増収

粗利率改善要因

 順調な稼動率回復による前年同期比での
稼働率上昇

 社員スキルレベルの上昇による稼動単価の
上昇

販管費増加要因

 継続した採用強化による人件費の増加

 事業拡大を見据えた本社オフィスの増床に
よる家賃増加

103百万円

＋73
+7

▲50

134百万円

＋30百万円



B/S

◼新規会員獲得・既存顧客の取引拡大による前受金の増加に伴い現金及び預金が増加し、資産合計は約61百万円増加

◼利益剰余金の増加を中心に純資産は80百万円の増加。自己資本比率は前期末67%から69%へ上昇
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科目 2020/12期4Q末 2021/12期2Q末 前年末差

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,566 1,629 +63

売掛金 13 12 ▲1

流動資産合計 1,598 1,657 +59

固定資産

有形固定資産 93 90 ▲3

無形固定資産 19 24 +5

投資その他の資産 59 60 +0

固定資産合計 172 174 +1

資産合計 1,770 1,832 +61

科目 2020/12期4Q末 2021/12期2Q末 前年末差

負債の部

流動負債

有利子負債 7 1 ▲5

未払金 131 42 ▲88

前受金 303 382 +78

流動負債合計 559 540 ▲18

固定負債

有利子負債 0 0 ±0

固定負債合計 21 20 ▲0

負債合計 580 561 ▲19

純資産の部

株主資本合計 1,189 1,270 +80

純資産合計 1,189 1,270 +80

負債純資産合計 1,770 1,832 +61

（百万円） （百万円）



今期見通し

◼ 通期計画に対し第2四半期累計の利益は計画を上回って推移しているものの、下期の販管費増加を見込み通期業績予想を据置

◼ インソーシング事業の順調な拡大とセキュリティ事業の底打ちにより、二桁の増収増益を見込む

◼ 上期は販管費が抑えられたものの、下期は積極的な採用活動を見込み営業利益等は増収率を若干下回る見込み
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2020/12期 2021/12期（予想） 期比較

実績
（百万円）

売上比
（%）

実績
（百万円）

売上比
（%）

前期比
（%）

売上比増減
（pt）

売上高 1,732 100.0 2,074 100.0 +19.7 -

売上原価 927 53.5 1,052 50.8 +13.5 ▲2.7

売上総利益 804 46.5 1,021 49.2 +26.9 +2.7

販売管理費 588 34.0 771 37.2 +31.2 +3.2

営業利益 216 12.5 249 12.0 +15.2 ▲0.5

経常利益 216 12.5 249 12.0 +15.0 ▲0.5

親会社株主に帰属する
当期純利益 159 9.2 173 8.3 +8.7 ▲0.8



セグメント別見通し
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インソーシング事業 セキュリティ事業
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売上高 セグメント利益 セグメント利益率

 シェアード社員数の着実な増加と実働会員数の増加を予想し、
19.0％の増収、23.3％の増益を計画

 オフィス投資を進める中でも、シェアード社員のスキル向上に伴う時
間単価の上昇を見込み収益性の上昇を見込む

 PCI DSSのバージョンアップは来年以降に延期になったものの、サブ
スクリプション型サービスの売上拡大を見込み、28.7％の増収、約
3倍の増収を計画

予想 予想

（百万円） （百万円） （％）（％）



営業利益の増減要因見通し
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◼ インソーシング事業の増収効果および粗利益率改善効果が引き続き牽引。セキュリティ事業も底打ちで利益寄与へ

◼社員数の増加とともに、本社オフィスの増床に伴う家賃負担増が大きく利益の押し下げに影響

2020/12期

営業利益

売上変動分 粗利率変動分 販管費増減分 2021/12期

営業利益

216百万円

＋159

▲183

249百万円

＋13百万円

増収効果要因

 シェアード社員の積極的な採用や戦力化を
想定し、主力のインソーシング事業が増収
効果を牽引

 セキュリティ事業はサブスクでのサービス提供
増加を見込み増収を計画

粗利率改善要因

 シェアード社員のスキルアップによる単価上
昇が収益性の向上に寄与

 セキュリティ事業にてサブスク型でのサービス
提供増加により採算性改善を見込む

販管費増加

 事業拡大を見据えたオフィス増床に伴う家
賃増加

 コーポレートエンジニアプール拡大に向けた
積極的な採用の継続

＋56



ブルーオーシャン市場を開拓

ブルーオーシャン市場を開拓する当社の成長モデル

◼中堅・中小成長企業向けコーポレートIT業務の総合支援を対象とした市場は、競争が少ないブルーオーシャン市場

◼有能なコーポレートエンジニアプールの拡大、全国の成長企業の会員化を進め、コーポレートITシェアリングカンパニーとし

て唯一無二の存在を目指す
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コーポレート
エンジニアプール

拡大 拡大

拡大拡大

フラットな組織

成果報酬制度/
権限移譲

コーポレートIT部門の
業務ノウハウ

育成

コーポレートエンジニア候補人材

会員企業に
代わり採用

シェアリング
企業数

拡大 拡大

拡大拡大

利用拡大

提供先拡大

熾烈な採用競争

ITサービス市場

競争多競争少

ITエンジニア

熾烈な採用競争最適な採用方針が定まらない

人材

生産性向上

採用・育成の強み

最適人材の発掘

SIer

SES

Web

TAM※2 約1.0兆円※3

中堅・中小企業向け
コーポレートIT総合支援市場 ※1

（*2） TAMとは、Total Addressable Marketの略称。

（*1） 当社の造語。

（*3） 2021年5月14日時点での推計。
当社サービス対象顧客数（総務省平成28年経済センサス）×シェアリング指標×シェアード社員一人あたり売上高により算出。



特化型事業の開発：グループ総合力を強化

◼専門性の高い特化型サービスの立上げによって、高付加価値化をさらに進める

◼個人ごとに異なる専門性をそれぞれが伸ばし、有機的につなげることで、グループの総合力を高めていく
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・
・
・
・
・

シェアード・エンジニアリング

知識

人材

特化型サービス

オンラインナレッジ事業

セキュリティ事業

ノーコード開発事業

XX事業

インソーシング事業

ゼネラルサービス

顧客の需要が高く、既存事業内で実施しているサービス等を検討



株主還元
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◼基本方針：業績に応じた利益配分を基本に、将来の事業展開および経営基盤強化等の成長投資に必要な内部留保を

確保しつつ、安定的な配当を継続して実施する

◼ 2020年12月期に引き続き、2021年12月期の好調な業績見通しから2円増配し、1株当たり8円を予定

2018/12期 2019/12期 2020/12期 2021/12期

単位 実績 実績 実績 予想

年間配当金
（株式分割前）

（円） 8.00 8.00 - -

年間配当金
（株式分割後※1）

（円） - - 6.00 8.00

配当性向 （%） 9.0 8.7 13.7 16.9

（*1） 当社は、2020年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。
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